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　は問い合わせ先です�

■
軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
農
機
具
な
ど

の
廃
車
手
続
き
は
３
月
中
に
！

軽
自
動
車
や
原
付
バ
イ
ク
、
農
機
具

な
ど
に
対
す
る
「
軽
自
動
車
税
」
は
、

毎
年
４
月
１
日
現
在
で
車
両
を
登
録
さ

れ
て
い
る
方
に
一
年
分
の
軽
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
（
普
通
自
動
車
の
よ

う
に
、
月
割
り
で
課
税
さ
れ
た
り
還
付

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

３
月
ま
で
に
「
廃
車
」
の
手
続
き
を

す
る
と
、
16
年
度
か
ら
税
金
が
か
か
り

ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
原
付
バ
イ
ク
・
農
機
具
な
ど

市
税
務
課
総
務
係
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２
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３
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３

○
軽
自
動
車
・
軽
二
輪
な
ど

宮
城
県
軽
自
動
車
協
会
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０
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２
―
２
３
２
―
５
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○
二
輪
小
型
自
動
車

東
北
運
輸
局
宮
城
陸
運
支
局
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２
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２
５
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■
バ
イ
ク
・
農
機
具
な
ど
の

登
録
・
廃
車
申
告
様
式
が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
各
市
町
村
で
定
め
ら

れ
て
い
た
申
告
様
式
を
使
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
、
総
務
省
で

定
め
る
全
国
統
一
様
式
へ
変
更
に
な
り

ま
す
。

そ
の
た
め
、
廃
車
手
続
き
の
際
に
必

要
な
も
の
が
変
わ
り
ま
す
。
従
来
は
窓

口
に
来
る
方
の
印
鑑
が
必
要
で
し
た

が
、
４
月
１
日
以
降
は
登
録
さ
れ
て
い

る
納
税
義
務
者
の
印
鑑
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

M
税
務
課
総
務
係

0
２
２
―
１
３
１
３

税
理
士
法
に
基
づ
き
、
社
会
的
奉
仕

活
動
の
一
環
と
し
て
税
務
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
主
催

東
北
税
理
士
会
大
河
原
支
部

●
日
時

２
月
22
日（
日
）10
時
〜
16
時

●
場
所

白
石
商
工
会
議
所

●
内
容

○
所
得
税
の
確
定
申
告
相
談

○
確
定
申
告
書
の
作
成
指
導

○
消
費
税
な
ど
の
税
務
相
談

M
同
支
部
事
務
局

（
佐
々
木
栄
税
理
士
事
務
所
）

0
０
２
２
４
―
５
２
―
１
７
５
７

２
月
、
３
月
の
日
曜
窓
口
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
た
だ
し
運
転
免
許
証
の

更
新
に
関
す
る
業
務
の
み
行
い
ま
す
。

○
２
月
１
日
・
15
日

○
３
月
７
日
・
21
日

※
受
付
時
間
は
８
時
30
分
か
ら
９
時
30

分
ま
で
と
、13
時
か
ら
14
時
ま
で
で
す
。

免
許
の
更
新
が
で
き
る
期
間
は
、
誕

生
日
の
１
カ
月
前
か
ら
誕
生
日
の
１
カ

月
後
ま
で
の
２
ヶ
月
間
で
す
。

M
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
免
許
係

0
０
２
２
４
―
５
３
―
０
１
１
１

〜
東
北
陸
運
局
宮
城
運
輸
支
局
か
ら
〜

毎
年
、
自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続

き
が
３
月
に
集
中
し
、
窓
口
や
検
査
場

が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
手
続
き
は
で
き

る
だ
け
２
月
中
ま
で
に
済
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
自
動
車
の
登
録
・
検
査

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

0
０
２
２
―
２
３
５
―
９
７
７
７

■
軽
自
動
車
の
申
請
手
続
き
・
検
査

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

0
０
２
２
―
２
３
８
―
５
５
６
６

●
職
種
・
採
用
予
定
人
員

看
護
師
　
10
名
程
度

●
受
検
資
格

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、看
護
師
の
免
許
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
平
成
16
年
４
月
30
日
ま
で
に
免

許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方

●
第
１
次
試
験

・
試
験
日
　
３
月
13
日（
土
）

・
会
　
場
　
公
立
刈
田
綜
合
病
院

・
時
　
間
　
10
時
〜
15
時

・
内
　
容
　
一
般
教
養
試
験
、
適
正
検

査
、
作
文
試
験

●
第
２
次
試
験

・
試
験
日
　
３
月
下
旬

・
内
　
容
　
面
接
試
験
、
身
体
検
査

※
第
二
次
試
験
の
詳
細
は
、
第
一
次
試

験
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
日

平
成
16
年
４
月
１
日
以
降

●
受
験
手
続
き

刈
田
病
院
に
用
意
さ

れ
た
申
込
用
紙
を
使
用
し
、
所
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間

２
月
16
日（
月
）

〜
３
月
３
日
（
水
）

８
時
30
分
〜
17
時

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先

公
立
刈
田
綜
合
病
院

庶
務
課
人
事
係

0
２
５
―
２
１
４
５

（
内
線
）
２
４
０
５

自
動
車
登
録
・
検
査
手
続
き
は

お
早
め
に

仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
の

日
曜
窓
口
に
つ
い
て

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
河
原
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
消
費
税
が
変
わ
り
ま
す

平
成
16
年
４
月
１
日
以
後
開
始
す
る

課
税
期
間
（
個
人
事
業
者
は
平
成
17
年

分
、法
人
は
平
成
17
年
３
月
末
決
算
分
）

か
ら
、

①
事
業
者
免
税
点
の
上
限
が
、
３
、
０

０
０
万
円
か
ら
１
、
０
０
０
万
円
に
引

き
下
げ

②
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が
２
億

円
か
ら
５
、
０
０
０
万
円
に
引
き
下
げ

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
、

消
費
者
に
「
値
札
」
や
「
広
告
」
な
ど

で
価
格
表
示
す
る
場
合
に
、
消
費
税

（
地
方
消
費
税
を
含
む
）を
含
ん
だ
支
払

い
総
額
の
表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
「
総

額
表
示
方
式
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

■「
農
業
所
得
簡
易
計
算
」の
計
算
方
法

作
付
面
積
が
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の

水
稲
農
家
が
適
用
対
象
の
「
農
業
所
得

簡
易
計
算
」
の
計
算
方
法
は
、「
所
得

率
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
作

況
指
数
が
90
以
下
と
な
っ
た
地
域
に
限

り
、「
経
費
標
準
方
式
」
に
よ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
所
得
率
方
式

総
収
入
金
額
（
雑
収

入
を
含
む
）
×
所
得
率
―
事
業
専
従
者

控
除
額
＝
所
得
金
額

●
経
費
標
準
方
式

総
収
入
金
額
（
雑

収
入
を
含
む
）
―
（
10
ア
ー
ル
当
た
り

経
費
額
×
作
付
面
積
／
10
ア
ー
ル
）
―

事
業
専
従
者
控
除
額
＝
所
得
金
額

M
大
河
原
税
務
署

0
０
２
２
４
―
５
２
―
２
２
０
２

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
第
一
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
・
農
業

従
事
者
・
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
）の
皆
様
へ

〜
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
を

ご
存
じ
で
す
か
？
〜

【
国
民
年
金
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
…
】

国
民
年
金
の
保
険
料
を
毎
月
忘
れ
ず

に
納
め
て
い
ま
す
か
？
年
金
を
受
け
る

に
は
、
加
入
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

毎
月
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
全
く
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
万
が

一
の
ケ
ガ
や
病
気
で
身
体
に
障
害
が
残

っ
た
と
き
の
障
害
年
金
や
、
亡
く
な
ら

れ
た
と
き
の
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
納
め
忘
れ
を
防
止
す
る
に
は
…
】

こ
の
よ
う
な
納
め
忘
れ
の
危
険
を
防

止
す
る
に
は
、
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。
口
座
振
替
を
利
用
す

る
と
、
あ
な
た
の
指
定
し
た
口
座
か
ら

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。な
お
、

口
座
振
替
の
申
し
込
み
や
引
き
落
と
し

に
は
、一
切
手
数
料
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

【
口
座
振
替
の
手
続
き
は
…
】

手
続
き
は
①
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内
書
（
ま
た
は
年
金
手
帳
）
②
預
金

（
貯
金
）
通
帳
③
通
帳
届
出
印
を
お
持

ち
に
な
っ
て
、
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

や
郵
便
局
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
確
定
申
告
さ
れ
る
方
へ

〜
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
が

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
！
〜

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
税
や

住
民
税
を
計
算
す
る
際
に
、
全
額
が

「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
と
し
て
、

所
得
金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

控
除
さ
れ
る
の
は
、
平
成
15
年
１
月

か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
に
納
め
た
保

険
料
で
す
。
こ
の
中
に
は
、
毎
月
納
め

た
保
険
料
の
ほ
か
、前
納
し
た
保
険
料
、

過
去
に
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

追
納
し
た
保
険
料
、
納
め
忘
れ
て
い
た

期
間
に
つ
い
て
納
め
た
保
険
料
、
配
偶

者
や
家
族
の
た
め
に
納
め
た
保
険
料
も

含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、「
国
民
年
金
基

金
」
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
掛
金
の

全
額
が
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
さ
れ
る
と
き
は
、
忘
れ
ず

に
控
除
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
日
本
に
住
む
外
国
人
の
方
も
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

【
加
入
の
手
続
き
は
？
】

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
は
、
外
国
人
の
方
も
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
は
、
市
の
国
民
年
金
相

談
係
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
国
民
年
金
に

も
同
時
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
夫
（
妻
）
に
扶
養
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
健
康
保

険
の
扶
養
の
手
続
き
と
一
緒
に
国
民
年

金
の
手
続
き
を
夫
（
妻
）
の
勤
務
先
へ

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
ど
の
よ
う
な
場
合
に

年
金
が
受
け
取
れ
る
の
で
す
か
？
】

国
民
年
金
に
加
入
し
、
日
本
人
と
同

様
に
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
ば
、
65

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
万
が
一
の
場
合
に
は
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
を
納
め
た
期
間
ま
た
は
厚

生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
が
単
独
で
６

カ
月
以
上
あ
り
、
年
金
の
受
給
資
格
の

な
い
外
国
人
の
方
は
、
日
本
国
内
に
住

所
を
有
し
な
く
な
っ
て
か
ら
２
年
以
内

に
請
求
を
行
う
と
、「
脱
退
一
時
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
社
会
保
険
事
務
局
大
河
原
事
務
所
〉

0
０
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２
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３
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M
市
民
課
国
民
年
金
相
談
係

0
２
２
―
１
３
１
２

税
理
士
記
念
日

無
料
税
務
相
談
会

２
月
５
日
に
、
昨
年
10
月
か
ら
今
年

１
月
ま
で
、
４
カ
月
分
の
児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
す
。

ご
確
認
の
上
、
振
り
込
ま
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
市
民
課
総
務
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

0
２
２
―
１
３
１
２

２
月
は

児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
！

　「宮城県最低賃金」は、県内の事業所で働
くすべての労働者（臨時、パート、アルバイ
トなど含む）とその使用者に適用されます。�

　次の業種に該当する事業所で働く労働者と
その使用者には以下の「宮城県産業別最低賃
金」が適用されます。�

　平成 15年度の改正では、宮城県最低賃金
が金額据え置きとなり、産業別最低賃金が３
産業とも１円引き上げることとなりました。�

G宮城労働局賃金室0022-299ｰ 8841

宮城県最低賃金�

宮城県産業別最低賃金�

 地域別最低賃金 時間額 効力発生日�

 宮城県最低賃金 617円 14年 10月２日�

産業別最低賃金� 時間額�

723円�

697円�

702円�

効力発生日�

平成15年�
12月15日�

鉄鋼業�

自動車小売業�

電気・情報通信機�
械器具、電子部品・�
デバイス製造業�

公
立
刈
田
綜
合
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す


